
＜教育利用＞ ⑬ 献立作成およびAIとの比較

つくば市立学園の森義務教育学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-13

５年 家庭科 Bing Chat地場産食材を用いた献立の作成

生成AIと児童で、どちらの方がより条件を意識しながら、優位性がある献立を作ることができるか比較した。
児童は、以下の６つの条件を意識して、地場産食材を用いた献立作成を行った。
① 主食、主菜、副菜、汁物がある。
② 栄養バランスがとれている。
③ 地場産物を使っている。
④ 料理の彩りがいい。
⑤ １人分200円以内。（牛乳以外）
⑥ １品１時間以内で調理できる。

児童が考案した後、生成AIに同じ条件で献立作成を依頼した。児童では思いつかない斬新なアイデアが提案
された。しかし、食品衛生的な配慮に欠ける面もあり、生成AIのメリット・デメリットを理解することがで
きた。


